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研究の目的、意義が明確に述べられ、実施に値するか

研
究
計
画

研究対象者の選定手続きの公平性は保たれているか

研究対象者に対し、研究協力の自由性が確保されているか、また、研究参加の有無に関わらず不利益が
ないことを保障しているか

研究方法の選定が適切であり、具体的かつ適切に述べられているか

研究協力に伴う不快、不自由、不利益、リスクなどが説明されているか

予測される研究対象者の不快・不利益・不自由・リスク等を最小限にする方法を講じているか

名桜大学　研究倫理審査チェックリスト

受付け番号　　　　　　　　　　　　所属名　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者名　　　　　　　　　　　　　　　.

①この倫理審査用紙は、研究計画、研究依頼書・同意書の倫理的配慮について検討するものです。

②各項目について不適格または不十分の場合は×印、適用されない項目は／印を記入して下さい。

検　討　項　目

研究依頼書および同意書が、研究協力者（管理責任者、対象者等）の理解に沿った内容であり、必要部
数が準備されているか　（必要に応じて）
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研究依頼書にはいつでも参加を拒否、辞退でき、それによる不利益がないことを明記されているか

研究依頼書には研究対象者からの質問に答える準備があることおよび連絡方法が明記されているか

対象者の選定は適切であるか

研究内容は、研究目的の遂行上、必要不可欠と認められるもののみに限っているか

研究対象者の個人情報保護（匿名性の確保）の方法は十分に行われているか

データや資料を厳重に管理し、個人情報の保護に努めているか

研究依頼書には対象者に合わせて目的、内容、手順がわかりやすく明記されているか

研究の期間が明記されており、研究遂行するのに適切な期間か

研究に関連した専門的知識および研究背景についての文献検討が十分に行われているか

研究対象者の責任・判断能力に応じて、代諾者の同意を得る方法は明記されているか

研究によって得られる利益（協力者・社会）と不利益のバランスが十分に検討されているか

研究依頼書には研究結果の公表方法について明記されているか

質問に対しての回答や、研究の一部の参加を拒否・辞退できる配慮がなされているか

研究協力に伴う不快、不自由、不利益、リスクについて十分に検討しているか

研究依頼書には研究対象者の匿名性、個人情報保護について明記されているか

同意書は原則文章で受け取っているか（ただし、質問紙調査等、回答、提出があったことを以て同意を得
たとみなすことが可能。その場合は、依頼文に同意の得方を明記）

同意書及び同意書撤回書 には研究者用と研究対象者用の控え（コピーでも可）を用意し、それぞれに説
明者、研究対象者欄に署名欄があるか
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